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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 生活習慣改善プログラムの決裁がおりました。栄養課及び、各病棟でプログラム実施の準備を進める様にして下さい。

＜週間予定＞

　１９日（水）　カーテンクリーニング（３０６・３０５号室）

　２０日（木）　皮膚科（田野端忠夫様　臀部に発赤疹あり、新たに診て頂く。）

　２１日（金）　歯科（小比類巻昇様、伊藤雄一様、小坂君子様）

　　　　　　　　カーテンクリーニング（３０２・３０１号室）

＜環境整備担当より＞

　クリーニング担当を決めましたので、各自責任を持って行って下さい。担当者は発注伝票とノートに記入し、サインを忘れずにお願いします。クリーニングから戻ってきたら、受け取ったスタッフはノートにサインして下さい。取り付けは、カーテンフックの数を確認し、協力して行いましょう。

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・袴田　隆裕様～現在は、計算ドリルを1日３ページ行う事を目標にしていますが、３０分程すると席を立ち休まれている為、目標が達成出来ない事が多いです。作業へ集中力が乏しい為、目的・意義を理解して頂き、本人の意欲を低下させない様に関わりながら、目標を継続出来る様に援助していきます。

・駒木　学様～先週は幻聴がみられ、作業を休まれていました。１４日（金）、久し振りに参加され、頼まれていた掛け軸を自分から取り掛かっています。居眠りは見られませんが、スタッフの声掛けに表情硬く、ただ頷かれています。今後、なるべく本人が集中出来るものを課題とし、現実に目を向けさせ、継続出来るものを提供していきます。本人の体調が悪い時はあまり無理をさせず、参加した際には、参加出来た事・短時間で出来た事・自己対処出来た事を評価していきます。又、作業では気分転換や異常体験に左右されない時間の提供をしていきます。

・浅野　秀子様～現在は、ボールペン字の練習を行い、他者様とコミュニケーションを図りながら、穏やかに取り組まれています。しかし、あまり字の上達は見られず、スタッフがアドバイスしても受け入れずに、「手が震えるんだよ～。」とおっしゃられています。以前、他者様に対し、ちょっとした事で怒りイライラされ、嫌な顔をされた事がありました。今後、気分転換や今の能力を低下させない様に提供していきます。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・柳抗田　かつ子様～１６日（日）、日清スタッフに５０００円を渡したと、栄養士チー

　　　　　　　　　　　ムスタッフより報告がありました。本人に確認したところ、金銭譲り渡し行為を行っており、異常体験に左右された発言聞かれ、スタッフの説明にも耳を傾けていない様子です。本人と担当スタッフで一時金銭をスタッフ管理としています。本人の現在の状態（疾病に対する認識の乏しさや認知障害の程度）から、金銭管理に対してはより密接な関わりを要するものと思われます。担当スタッフはこれまでの関わりと本人の生活能力に対する評価・分析を行いながら、ケアプランの検討を進めて下さい。

・袴田　隆裕様～疾病教室を終了しています。本人は、入院前の状態について振り返りが出来、又、「症状の必要性のコントロールには薬が必要であり、薬を中断すると、症状が再燃してしまう。」と自ら返答され、服薬の必要性を理解している様子です。今後、服薬自己管理の導入を予定しています。本人は、デイケア利用や青山荘入所も考えている様です。

　　　　　　　　又、１２日（水）本人より、「以前フラれた人に好意をもたれたらどうしますか？」とＯＴスタッフに相談がありました。外泊時に彼女へ電話をする為、外泊が待ち遠しいが、相手からの返答が不安だとおっしゃられています。又、今後についても焦りを感じている様です。退院後の生活設定への援助については御家族への関わりも含めてケアプランとして検討していくこととします。

　　　　　　　　

　

　


































